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 下図のように、機械・器具一覧が表示されます。 

 左側には、「生産管理記録編集中」と表示されます。 

 

 

 

 画面下部の「新規」ボタンを押して、下図の内容で「OK」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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 左側の「生産管理記録編集中」を押します。 

 

下図のように生産管理記録の編集画面に戻ります。 

先ほど登録した「除草用コンテナ」が表示されています。 
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11.5 資材使用制限 

 資材一覧で登録した資材に対して、使用制限を設けることができます。 

 

下図は資材一覧の表です。 

各行の左端に表示されている「使用制限」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 下図のように、資材使用制限画面が表示されます。 

画面上部には、資材名が表示されます。 

 

 

 

押下 
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下図は、資材使用制限を追加、編集する際の入力例です。 

※全ての項目が必須項目です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、下図のように薄いグレーの矢印を押すと使用制限作業を登録することができます。 

※「使用制限作業」の登録については、20ページを参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下図は、いくつか記録（行）を追加した状態です。 
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 下図は、2015年 3月 11日時点の生産管理記録画面です。 

 2015年 3月 10日に「Zボルドー」を使用しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ホーム画面を表示すると、下図のように使用制限が表示されます。 
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※使用制限は下図のように登録していまます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ホーム画面の使用制限には、ほ場・作物（品種）が表示されます。 

また、日付は今日日付をもとに計算しています。 

※下図の場合、2015年 3月 11日をもとに日付を計算しています。 
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11.6 使用・不使用の切り替え 

 

 マスタ系「ほ場」「種苗」「資材」「施設」「機械・器具」で登録した記録（行）を削除する

場合、生産管理記録や育苗管理記録で既に使用している記録（行）は削除することができ

ません。 

 既に使用している記録（行）を削除する場合、不使用の記録（行）として登録されます。 

 

 下図は、既に生産管理記録で使用されている「コンテナ大」を不使用機械・器具として登

録する場合です。 

 

 

画面上部の「削除」ボタンを押下すると下図のような確認画面が表示されるので、「OK」ボ

タンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 下図のようなメッセージが表示されるので、「OK」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

押下 
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 下図のように「コンテナ大」が表示されません。 

 

 

画面上部の「不使用」ボタンを押します。 

 

 

 

下図のように、不使用機械・器具を含めた一覧が表示されます。 

 不使用機械・器具の記録（行）の左端には下図のような印が表示されます。 

 ※再度「使用」ボタンを押すと、不使用使用機械・器具を含めずに表が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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 「コンテナ大」を不使用機械・器具から使用している機械・器具に戻す場合、下図のよう

に「コンテナ大」を選択して画面下部の「編集」ボタンを押します。 

 （※ダブルクリックしても戻すことができます。） 

 下図のような確認画面が表示されるので、「OK」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 下図のようなメッセージが表示されるので、「OK」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※「不使用」「使用」ボタンが表示される場合は、不使用の記録（行）がある場合だけで

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

押下 
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11.7 バックアップ・復元 

 下図は設定画面です。 

設定画面では、赤枠のバックアップ機能と復元機能を使用することができます。 

万が一、機械が故障してデータが無くなった場合に備え、データの複製を作成し、復元す

ることができます。 

 ※設定画面については、33ページを参照してください。 

 

 

 

(1) バックアップファイルを作成します。 

下図のように「バックアップファイル作成」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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 下図のような参照画面が表示されるので、バックアップファイル（複製）を保存するフォ

ルダを選択して「OK」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Cドライブに直接保存することはできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 下図のようなメッセージが表示されるので、「OK」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

 

押下 

 

押下 
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 下図のように、「Norm.db」というバックアップファイルが作成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) データを復元します。 

下図のように「データ取り込み」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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 下図のようにバックアップファイルを選択し、「開く」ボタンを押します。 

 

 

 

 下図のようなメッセージが標示されるので「OK」ボタンを押します。 

 これでデータの復元が完了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

 

押下 

 



- 130 - 

 

11.8 キーボード操作 

 キーボードを使用して、以下の 3つを操作することができます。 

 

① 表の記録（行）を選択する 

② 画面下部のボタンを押す 

③ 編集画面を閉じる 

 

 

① 表の記録（行）を選択します。 

キーボードの「Shift」キーを押すと下図のように表示されます。 

「Shift」キーを押したまま、「↑」キーと「↓」キーを押して記録（行）を選択しま

す。 

 

 

 

 

② 画面上部のボタンを押します。 

キーボードの「Shift」キーを押すと下図のように表示されます。 

 

 

 

 上図のように、画面下部の各ボタンに「F1」「F2」等と表示されます。 

「Shift」キーを押したまま、「F1」キーや「F2」キーを押して各ボタンを押すことができ

ます。 
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③ 編集画面を閉じます。 

編集画面を表示させ、キーボードの「Shift」キーを押すと下図のように表示されま

す。 

「Shift」キーを押したまま、「Delete」キーを押して編集画面を閉じることができま

す。 
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11.9 記録期間一括入力 

 「生産管理記録」、「出庫格付管理記録」、「収穫管理」、「格付記録」、「出荷記録」、「調製記

録」、「JAS マーク管理記録」画面にはそれぞれ右上に記録期間の入力欄があります。開始

日付と完了日付を入力することで表示されている表の内容を絞り込むことができます。 

設定画面の記録期間に開始日付と完了日付を入力すると各画面の記録期間が一括で入力

されます。 

 

 

11.10 10a換算の初期値設定 

 生産管理記録で資材の使用量を入力する場合 10a あたり換算するかどうかを選択できま

す。設定画面の以下のチェックボックスを選択しておくと、生産管理記録編集時には常に

「10aあたり換算する」が選択された状態になります。 

 

 

11.11 調製記録 

 収穫物の調製を行う場合、調製記録画面を表示する必要があります。調製記録を表示する

には設定画面の以下のチェックボックスを選択してください。 
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11.12 格付実績 

 設定画面の格付実績ボタンを選択することで、格付けを行った総量を表示することがで

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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11.13 データ取り込み機能 

 データ取り込み機能では他の NORM 使用者の生産管理記録を取り込むことができます。 

以下に手順を示します。 

 

（１）データベースファイルを取得する 

設定画面の「データ取り込み」ボタンを選択します。 

 

 

 

ファイルの選択画面が表示されるので取込む対象の dbファイルを選択します。 

 

 

※db ファイルはバックアップ機能を使用することで作成することができます（p128）。取

込む対象の生産管理記録を作成している NORMで dbファイルを作成して、USBメモリや

メール等を経由して自身の PCに取込むようにしてください。 

 

 

 

押下 
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（２）「生産（育苗）管理記録取込」画面 

 dbファイルを選択すると、「生産（育苗）管理記録取込」画面が表示されます。 

 

画面上部には次に何を行ったらいいかメッセージが表示されます。 

 

画面右側には取込む対象の一覧が表示される「取り込みリスト」が表示されます。 
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画面右側にはマージする項目の状況が示されたプレビュー画面が表示されます。 

 

 

状況は以下の内容になっています。 

・共通 ・・・ 自身のデータにも、取り込み対象のデータにも両方存在している項目 

・専有 ・・・ 自身のデータにのみ存在している項目 

・取込 ・・・ 取り込み対象のデータにのみ存在している項目 

 

この取込み作業では、状況が「取込」となっているデータを対象に自身のデータに取込ん

でいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


